
●経営の高度化を目指す意欲ある農業者
●生産力の向上だけでなく6次産業化や販路開拓を目指す農業者
●新たな農業経営を目指している農業者

とちぎ農業
ビジネススクール
とちぎ農業

ビジネススクール

栃木県農業大学校

プロの農業経営者を
目指して

受講しませんか

プロの農業経営者を
目指して

受講しませんか

令和6年度（2024）　　　　　　　　
受講者募集

申込期間 2024年2月14日（水）から2024年5月17日（金）必着



令和6（2024）年度 
とちぎ農業ビジネススクールの受講者募集

2024年6月18日（火）～2025年2月18日（火）
（講座開催回数15回、うち10回はオンライン開催）

開催期間

栃木県農業大学校会　　場

20名定　　員

2024年2月14日（水）から2024年5月17日（金）必着
持参の場合は平日のみ受付

申込受付

本案内に添付されている所定の申込書に記入の上、所轄の農業振興事務所経営
普及部、または農業大学校教務部水田農業担当に提出願います。（郵送可）
なお、受講申込書は本校ホームページからダウンロードできます。

申込先
河内農業振興事務所 〒321-0974 宇都宮市竹林町1030-2 028-626-3072
上都賀農業振興事務所 〒322-0068 鹿沼市今宮町1664-1 0289-62-6125
芳賀農業振興事務所 〒321-4305 真岡市荒町116-1 0285-82-3074
下都賀農業振興事務所 〒328-0032 栃木市神田町5-20 0282-24-1101
塩谷南那須農業振興事務所 〒329-2163 矢板市鹿島町20-22 0287-43-2318
那須農業振興事務所 〒324-0041 大田原市本町2-2828-4 0287-22-2826
安足農業振興事務所 〒327-8503 佐野市堀米町607 0283-23-1431
農業大学校 〒321-3233 宇都宮市上籠谷町1145-1 028-667-0713

申込方法

原則として研修回数の3分の2以上の出席の場合、修了証を授与します。修 了 証

書類審査を行い受講者を決定し2024年5月末頃までに選考結果を通知します。受講者の決定

栃木県農業大学校　教務部　水田農業担当
〒321-3233　宇都宮市上籠谷町1145-1
電話　028-667-0713　FAX　028-667-4943
E-mail：nougyou-dai@pref.tochigi.lg.jp

問い合わせ先

3万円受 講 料

経営の高度化を目指す意欲ある本県在住の農業者
（農業従事経験が概ね3年以上かつ45歳程度まで）

経営の高度化の具体的な取組例  
売上高の拡大、経営コストの縮減、経営面積の拡大、雇用者数の増加、法人化、新たな
6次産業化や海外輸出の取組等

対 象 者

栃木県農業大学校



－実効性のある経営改革プランを策定し、
　プロの農業経営者になりませんか－

内　　容

経営スキルセミナー
経営改革プランを実現するために必要な経営スキルを身につけます。〔講義、 演習〕

（マーケティング戦略、商品開発、会計・財務管理、雇用・労務管理等）

※詳細は日程表のとおり

経営改革プランニング
経営の個別課題を整理・分析し、実践可能な５カ年の経営改革プランを作成します。

〔講義、 グループ討議、 プラン作成〕
（農業分野に詳しい中小企業診断士等がマンツーマンで作成支援）

経営者マインドセミナー
幅広い視野を身につけて、経営者としての意識改革を促します。〔講義、 演習〕

（現在活躍中の農業経営実践者との対話を通じて、経営者能力を開発）

修了生の声
本講座では農業経営に必要なことを体系的に学ぶこと
ができ、現在の経営にも大変役に立っています。法律
や税制など、経営者として必須の基礎知識を学び、ま
た自身の経営の方向性を明確にする思考の手法を知る
ことができました。また、共に学んだ仲間とは今でも
繋がりがあり、互いに刺激になっています。

自分の目指す方向を明確にすることが経営発展の第一歩
具体的な実現可能な5カ年計画を家族・従業員と共有し
経営改革に実際に取り組む

夢を実現するために

ビジネススクール第1期修了生　宇都宮市HKさん



令和6（2024）年度　とちぎ農業ビジネススクール受講申込書
栃木県農業大学校長　様

申込日　　　　　　年　　　月　　　日
ふりがな

氏　名　　　　　　　　　　　　　　印

年　齢　　　　　　歳
私は「とちぎ農業ビジネススクール」を受講したいので、関係書類を添えて申込みます。

住所
〒

電話／ FAX TEL　　　　　　　　　　　　　　FAX

携帯／ E-mail 携帯　　　　　　　　　　　　　　E-mail

農業従事者数 家族従事者（　　　人）　　常雇用（　　　人）　　パート（　　　人）

経営耕地面積等 水田　　　　a　　　　普通畑　　　　a　　　樹園地　　　　a
採草・放牧地　　　　a　　　ハウス・温室　　　　㎡

主要作物の作付面積等

作　　　　　目

作付面積（ a ）
飼養頭数（頭）

経営内での本人の
業務内容

＊申込者本人と経営主が異なる場合記載

農業
従事
年数

年

経
営
計
画
の
概
要

経営目標

〔現況〕

〔目標〕

※売上金額（所得）、規模拡大、作目、新規事業等の目標（3 年後または 5 年後）等を記載

目標達成の
ための課題

※販路開拓、ブランド化、商品開発、新品種・新技術導入、作業合理化、IT 活用、雇用確保、
法人化、事業継承等の具体的な内容等を記載

※裏面も記入して下さい。



応募動機及び将来の農業経営に関する考え方等

・応募動機

・自分の農業経営について考えたいこと、見直したいことなど
　（生産・加工・販売・労働管理・経理・経営移譲等）

・将来の経営ビジョン

＊作文については、別途用紙にワープロでの作成による提出が可能です。
＊申込内容については、目的（受講者の決定・支援）のために使用し、他の目的には使用しません。



回 開催日 テーマ 主  な  内  容 講　　　　師 講義形式

1

6 月

18
㈫

開講式

経営改革プランの
活用事例

修了生の情報提供
「経営改革プランの活用」
「修了生の経営改革実践事例」

修了生 来校

ビジネススクールの趣旨説明、
自己紹介

「経営改革プラン」のツールを
使って参加者同士の意見交換

農業経営コンサルタント
（J-PAO コンサルタント） 来校

2 25
㈫ 経営改革プランニング①

事例研究の進め方〔講義〕
事例研究①〔演習〕

（農産物の販路開拓）
農業経営コンサルタント

（J-PAO コンサルタント） オンライン

3
7 月

9
㈫ 雇用・労務管理① 雇用管理と人材育成〔講義、演習〕 キリン社会保険労務士事務所　所長

（特定社会保険労務士）入来院 重宏氏 来校

4 23
㈫ 経営改革プランニング② 事例研究②〔演習〕

（数値分析に基づく経営検討）
農業経営コンサルタント

（J-PAO コンサルタント） オンライン

5

8 月

6
㈫ 会計・財務管理 会計を活かした経営力の高め方

〔体験型・演習〕
マネジメントコンサルタント
日本経済大学非常勤講師　石倉 憲治氏 来校

6 20
㈫ 農業者の経営事例① 農産加工、広域販売等、

６次産業化による経営事例

（株）前田農産　代表取締役
前田 茂雄氏（予定）

オンライン
農事組合法人　和郷園　代表理事
木内 博一氏（予定）

7 9 月 ３
㈫ 経営者能力開発

農業経営者としての能力開発
人間力、発想力、企画力

〔講義、演習〕
農業経営コンサルタント

（J-PAO コンサルタント）
オンライン

他産業から
農業ビジネスチャンスを探る

（他産業経営者）〔事例調査〕
JPAO 会員企業経営者

8 10月 22
㈫ 商 品 開 発 新商品開発手法と

マーケティング戦略〔講義、演習〕
食と農の研究所　代表

（中小企業診断士）加藤 寛昭氏　 オンライン

9

11月

５
㈫

経営者能力開発
（新たな農業経営戦略）

経営戦略とビジネスチャンス
〔講義〕（農業生産者から経営者へ）

千葉大学名誉教授・昭和女子大学客員教授
斎藤 修氏

来校
農業者の経営事例② GAP を取り入れた稲作経営・

契約栽培
（株）LightField　代表取締役
丸田 洋氏

10 26
㈫ 雇用・労務管理②

働き方改革
（魅力的な就業環境の構築に向けて）
〔講義、演習〕

島田経営労務管理事務所　代表
（社会保険労務士）島田 安三氏

オンライン
農業経営コンサルタント

（J-PAO コンサルタント）

11 12
月

10
㈫ 経営改革プランニング③ 経営改革プラン作成指導①

〔講義、演習〕
農業経営コンサルタント

（（一社）農業経営支援センター） オンライン

12
1 月

14
㈫ 経営改革プランニング④ 経営改革プラン作成指導②

〔講義、演習〕
農業経営コンサルタント

（（一社）農業経営支援センター） オンライン

13 28
㈫ 経営改革プランニング⑤ 経営改革プラン作成指導③

〔講義、演習〕
農業経営コンサルタント

（（一社）農業経営支援センター） オンライン

14

2 月

4
㈫ 経営改革プランニング⑥ 経営改革プラン作成指導④

〔講義、演習〕
農業経営コンサルタント

（（一社）農業経営支援センター） オンライン

15 18
㈫

経営改革プランニング⑦ 経営改革プランの発表 農業経営コンサルタント
（（一社）農業経営支援センター） 来校

閉講式

※開催時間は、午前9：30から午後4：30を基本とします。
※開催日・講義内容・講師は、調整中のため変更になる可能性があります。
※オンライン開催と通常の対面講義になります。

とちぎ農業ビジネススクール日程　令和6（2024）年度


